
さっぽろ雪まつりの始まり
　さっぽろ雪まつりが始まった1950年は，
まだ敗戦後の苦しさが続いていた時代で，
食料や燃料などが不足していました。当時
の暗いムードから，明るさを取りもどすた
めにどうしたらよいか考えた人たちの動き
が，雪まつりへとつながりました。１回目
の雪像は，中・高校生が道具を持って来て，
美術の先生の指導のもとで試行錯誤しなが
ら作りました。
　当日は，雪像てんじのほかにも，ドッグ
レースやダンスなどさまざまなプログラム
があり，およそ５万人のお客でにぎわいま
した。試験的な行事だった雪まつりは大成
功をおさめ，札幌市民の期待も大きく，第
２回からは札幌市の年中行事として位置づ
けられていきました。

１北海道の伝統や文化
北海道の年中行事
　北海道の札幌市では，毎年２月ころにな
ると「さっぽろ雪まつり」が行われます。

「雪像がたくさんあるね。どれくらい
あるんだろう。」
「毎年２００万人以上のお客さんが来
るんだって。」
「外国人のお客さんもたくさんきている
んだよ。」
「雪まつりのことをもっと知りたいな。」

４　地域で受けつがれてきたもの
　北海道には，ど
んな年中行事があ
るのだろう。

P116~117

どうやって今のような世界的な雪ま
つりになっていったのかな。

たくさんのお客さんに来てもらうため
に，きっと工夫していると思うな。

わたしたちの室蘭でも，港まつり
などの年中行事が行われているね。
もっとくわしく調べてみたいな。

　調べて気になっ
たことや疑問に
思ったことをもと
に，学習問題を作
ろう。
　問題について予
想して，学習計画
を立てよう。

 学習問題例
雪まつりは，どう
してたくさんの人
が参加するように
なったのだろう。
 学習計画
調べること
・雪まつりのよさ
・多くの人が見に
　来るわけ
・まつりをもり上
　げるための工夫
調べ方
・見る
・話を聞く
・資料を使って調
　べる

いき
さっぽろ雪まつり

さっ  ぽろ

せつ  ぞう

1950年 地元の中・高校生が６つの雪像を大通公園に設置したことがきっかけで始まる。

1953年 高さ15メートルの大雪像がはじめて作られる。

1955年 自衛隊が参加し，大雪像づくりを行う。

1959年 はじめてテレビ，新聞でしょうかいされる。

1972年 冬季オリンピックが札幌で開かれる。雪まつりが世界に知られるようになる。

1974年 オイルショックでトラックのガソリンが不足し，雪が運べなくなったため、雪像の
 中にドラムかんを入れるなどして乗り切る。国際雪像コンクールスタート。

せっち

えいたい さんか

とうき

ふ

さい

はい  せん つづ

りょう ねん

じゅつ どう し こう さく   ご

し    けん  てき せい

こう みん

い　 ち

 つなげよう
北海道に昔から受
けつがれてきたも
のには，どんなも
のがあるのだろう。
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北海道に昔から受
けつがれてきたも
のには，どんなも
のがあるのだろう。
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　今では，日本を代表する祭りになった「さっ
ぽろ雪まつり」のほかに，「冬まつり」（旭川市）
「雪あかりの路」（小樽市）「はこだて冬フェス
テバル」（函館市）「昭和新山国際雪合戦」（壮
瞥町）などが行われています。
　てつやさんたちは，他にも北海道で昔から受
けつがれているものや昔からあるものについて
知りたくなりました。そこで，北海道の観光パ
ンフレットやガイドブックを見て，気になったも
のをクラスで発表しました。

北の生活文化
　北海道の海辺には，江戸時代から続く祭
りなどの伝統行事があります。これらの中
には，ニシン漁にまつわるものや，本州と
の交流からえいきょうを受けたものもあり
ます。
　また，人々に歌いつがれてきた民ようと
して，「江差追分」「松前追分」「ソーラン節」
などがあります。
　日本各地から北海道の開たくに入ってき
た人たちは，年中行事として行われてきた
ふるさとの祭りや伝統芸能を持ちこみ，心
のよりどころとしてきました。本州から伝
わったこれらの風習が，北海道で新たな伝
統を加えながら根付いて，今に続いていま
す。

　北海道には，ど
んなお祭りなどの
年中行事があるの
だろう。

伝統行事
古くから伝わる行
事で，年中行事も
伝統行事の一つ。

伝統芸能
古くから伝わる芸
術やぎのう。音楽
やおどり，絵や工
芸品などがある。

どこで行われているのかな。
地図で調べてみよう。

●ニシン漁や北海道との交流からえいきょうを受けた祭り
姥神大神宮渡御祭（江差町）　　松前神楽（松前町）
福島大神宮例大祭（福島町）
●本州の伝統芸能から受けつがれている祭り
妹背牛神社例祭（妹背牛町）　　室蘭神楽（室蘭市）
多度志神社例大祭（深川市）　
北海ぼんおどり（三笠市，道内各所）

うみ　べ え　ど　  じ　 だい つづ

でん  とう

りょう

え　さし おい  わけ ぶし

かく

げい  のう

つた

くわ づ

つた

文化財
昔から伝わる文化
として，ねうちのあ
る物やわざのこと。
わざなどの形のな
いものは，無形文
化財とよばれる。

うば がみ　　　　　　　  と  ぎょ さい え　さし まつ まえ   かぐら

れいたいさい

も せ う し

た　ど　し

み かさ

あさひかわ

お たる

はこ だて さい　　 がっせん そう

べつ

かんこう

■ アイヌの人々の集落（コタン）
● 城や漁業にかかわる建物
▲ 開たくのころの建物

〈重要無形民ぞく文化財〉
みん

○アイヌ古式舞踊
　札幌市　旭川市　白老町　むかわ町
　平取町　阿寒町　など，全道各地
○アイヌのユーカラ，建築技術・儀礼

ぶ　よう

けんちく　ぎ じゅつ ぎ れい

松前町
福山城

北海道の文化財・建物
ざい

■

●

●

●

▲

▲
▲

▲

▲

■

■
■

■

増毛町
旧本間家住宅

ましけ

たく

阿寒町
阿寒湖アイヌコタン

あかん

旭川市
旧旭川偕行社

あさひかわ

きゅう かいこう

カムイコタン

札幌市
北海道庁旧本庁舎
時計台など

さっぽろ

ちょうきゅうほんちょうしゃ

小平町
旧花田家番屋

小樽市
旧手宮鉄道など

おたる

平取町
二風谷コタン

びらとり

に　ぶ

白老町
ポロトコタン

しらおい

室蘭市
旧室蘭駅舎

江差町
旧中村家住宅

えさし

函館市
旧函館区公会堂
ハリストス正教会など

はこだて

どう
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　アイヌの人たちは，サケを主な食料としていたので，サケが卵
を産むために流れをさかのぼってくる川岸か海岸に近いところに
家が集まり，集落（コタン）を作って生活していました。知恵と
経験のあるものが村長となって人々 をまとめていました。

「男の人は，野や山でクマやシカ，キツネやウサ
ギ等の野生動物をとっていたんだね。」

「川や海ではサケなど魚や貝類をとっていたんだ。」

「野山では，木の実や山菜，キノコなどをとってい
たのね。」

「野草の根からでんぷんを作ったり，畑であわやひ
えを育てて，それを粉にしたりしておかゆやだんご
のようなものを作ってたらしいわよ。」

アイヌの人たちのくらし
　わたしたちが住んでいる北海道や室蘭に
は，いつごろから人々が住み，どのような
生活をしていたのでしょうか。
　今から 7～ 8000 年ほど前から，北海道
各地には，土器や石器，骨角器などを使い，
かりや木の実などを集めて生活していた縄
文人が生活していました。縄文時代はその
後，続縄文時代，擦文時代と続き，アイヌ
文化時代に移っていきます。
　北海道には，和人が本州から移り住む前
から，自然の神々（カムイ）に感謝し，自
然と共に生きる心をほこりとするアイヌの
人たちが住んでいます。
　北海道の豊かな自然の中で，独自の文化
を築いてきたアイヌの人たちの生活や心の
世界を調べてみましょう。

　アイヌの人たち
の生活はどのよう
な様子だったのだ
ろう。

アイヌ
「人間」という意
味のアイヌ語で，
和人のことは「シ
サム」とよんでいた。
骨角器
動物や魚の骨や
角・きば等で作っ
た道具。つり針や
くし等がある。

２アイヌの人たちの生活

民俗資料館に展示されているアイヌの人たちが使った着物や道具

アイヌの人たちの生活の様子を調べて交流しよう。
・住む場所　　　・かりの様子
・食べ物　　　　・着ているもの

ばり

かく き こっ

じょう

もん

さつ  もん

うつ

ぜん しゃ

とも

ゆた どく  じ

きず

コタンの様子（想像図）とチセ（家）のもけい
ぞう

りょう たまご

う

え

けい  けん むら  おさ

るい

さい

こな
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アイヌの人たちと和人との歴史
　アイヌの人たちと和人（本州から移り住んだ
人々）は，自分たちの生活に必要なものを交
換し合ってなかよくくらしていました。このよう
な取引は昔から行われていましたが，和人の数
が増えてくるとたがいの生活や文化にも変化を
生み出しました。取引の決まりがアイヌの人に
とって不利になり，不公平な取引でどんどん利
益を失い，貧しくなりました。そのため，アイ
ヌの人たちの不満はつのっていき，全道各地
で和人との争いや戦いがくり返されましたが，
次第に和人たちの勢力は強くなっていきました。
　アイヌの人たちは，山や川をうばわれ，川で
の漁や鹿などのかりができなくなったり，農業
や日本語をおし付けられたりするなど伝統的な
文化や生活を失っていきました。
　しかし，北海道には，自然や生活の様子などを表現したアイ
ヌ語地名がしっかりと生き残っています。また，先住民としてほ
こり高く守りぬいてきた素晴らしい文化や伝統は，後世に残して
いこうとする多くの人たちの協力で，現在も引きつがれています。

アイヌの人たちの文化
　アイヌの人たちは，身の回りにあるもの
はすべて神様が下さったと考えて，神様に
感謝する祭りを大切にしてきました。
　祭りの中には，歌やおどりがありました。
そこには，神々に感謝の気持ちを伝えると
ともに，ふだんのくらしの中での喜びや悲
しみを神々と分かち合いたいという気持ち
がこめられていました。いろいろなおどり
や舞があり，ムックリやトンコリといった
楽器を使った歌や音楽もあります。
　昔から語り伝えられているお話は，アイ
ヌの人たちが長い時間をかけて受けついだ
文化の一つです。その多くは，ユーカラ（英
雄の物語），カムイユーカラ（神々の物語），
ウエペケレ・ウチャシクマ（昔話）の三つ
に分けられます。

　北海道では、ア
イヌの人たちのど
のような文化が守
り伝えられている
のだろう。

古式舞踊
地域の特色をもち，
各地の保存会で受
けつがれている。
重要無形民ぞく文
化財に指定されて
いる。

P130~131

学習問題をふり返り，
まとめよう

シャクシャイン像
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＜北海道の各地に残るアイヌ語の地名＞
　道内には，室蘭市と同じように，アイヌ語がもとになって，名
前がついたまちがたくさんあります。

　室蘭（むろらん）　　→　「モロラン」（ゆるやかに下る坂）
　登別（のぼりべつ）　→　「ヌプル・ペツ」（にごった・川）
　洞爺（とうや）　　　→　「ト・ヤ」(湖の岸)
　白老（しらおい）　　→　「シラウ・オイ」（あぶの多いところ）
　壮瞥（そうべつ）　　→　「ソー・ペツ」(たき・川)
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ふ　 り り

えき うしな まず

ふ　まん かく
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つ
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きょう げんざい

　地域で受けつが
れてきた様々な文
化を，これからも守
り伝えていくため
にはどんなことが
大切なのだろう。

いき

つた

＜北海道の呼び名＞
　当時，北海道は，アイヌの
人たちにとっては「アイヌモ
シリ」，和人は「蝦夷地」と呼
んでいました。
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アイヌの人たちと和人との歴史
　アイヌの人たちと和人（本州から移り住んだ
人々）は，自分たちの生活に必要なものを交
換し合ってなかよくくらしていました。このよう
な取引は昔から行われていましたが，和人の数
が増えてくるとたがいの生活や文化にも変化を
生み出しました。取引の決まりがアイヌの人に
とって不利になり，不公平な取引でどんどん利
益を失い，貧しくなりました。そのため，アイ
ヌの人たちの不満はつのっていき，全道各地
で和人との争いや戦いがくり返されましたが，
次第に和人たちの勢力は強くなっていきました。
　アイヌの人たちは，山や川をうばわれ，川で
の漁や鹿などのかりができなくなったり，農業
や日本語をおし付けられたりするなど伝統的な
文化や生活を失っていきました。
　しかし，北海道には，自然や生活の様子などを表現したアイ
ヌ語地名がしっかりと生き残っています。また，先住民としてほ
こり高く守りぬいてきた素晴らしい文化や伝統は，後世に残して
いこうとする多くの人たちの協力で，現在も引きつがれています。

アイヌの人たちの文化
　アイヌの人たちは，身の回りにあるもの
はすべて神様が下さったと考えて，神様に
感謝する祭りを大切にしてきました。
　祭りの中には，歌やおどりがありました。
そこには，神々に感謝の気持ちを伝えると
ともに，ふだんのくらしの中での喜びや悲
しみを神々と分かち合いたいという気持ち
がこめられていました。いろいろなおどり
や舞があり，ムックリやトンコリといった
楽器を使った歌や音楽もあります。
　昔から語り伝えられているお話は，アイ
ヌの人たちが長い時間をかけて受けついだ
文化の一つです。その多くは，ユーカラ（英
雄の物語），カムイユーカラ（神々の物語），
ウエペケレ・ウチャシクマ（昔話）の三つ
に分けられます。

　北海道では、ア
イヌの人たちのど
のような文化が守
り伝えられている
のだろう。

古式舞踊
地域の特色をもち，
各地の保存会で受
けつがれている。
重要無形民ぞく文
化財に指定されて
いる。

P130~131

学習問題をふり返り，
まとめよう

シャクシャイン像
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じゅうよう むけい
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＜北海道の各地に残るアイヌ語の地名＞
　道内には，室蘭市と同じように，アイヌ語がもとになって，名
前がついたまちがたくさんあります。

　室蘭（むろらん）　　→　「モロラン」（ゆるやかに下る坂）
　登別（のぼりべつ）　→　「ヌプル・ペツ」（にごった・川）
　洞爺（とうや）　　　→　「ト・ヤ」(湖の岸)
　白老（しらおい）　　→　「シラウ・オイ」（あぶの多いところ）
　壮瞥（そうべつ）　　→　「ソー・ペツ」(たき・川)
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りょう しか

つ

ぜん げん

のこ みん

す　ば

でんとう

のこ
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　地域で受けつが
れてきた様々な文
化を，これからも守
り伝えていくため
にはどんなことが
大切なのだろう。

いき

つた

＜北海道の呼び名＞
　当時，北海道は，アイヌの
人たちにとっては「アイヌモ
シリ」，和人は「蝦夷地」と呼
んでいました。
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